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Ⅰ．問題と目的

　知的障害のある児童生徒を対象とする特別支援
学校において「各教科等を合わせた指導」として，
日常生活の指導，遊びの指導，生活単元学習，作
業学習が実施されている。平成29年 4 月告示の特
別支援学校学校小学部・中学部学習指導要領及び
平成31年 4 月告示の特別支援学校高等部学習指導
要領（以下，新学習指導要領）における「各教科
等を合わせて指導を行う場合」には，「一部なの
か，全部なのかに十分に検討する必要がある」「各
教科等の目標及び内容に照らした学習評価が不可
欠である」と示され，「各教科等を合わせた指導」
において，授業者は各教科等の内容を基に具体的
な指導内容を設定していくことが求められてい
る。
　岩手大学教育学部附属特別支援学校（以下，本
校）においては小学部「遊びの指導」「生活単元
学習」中学部及び高等部「作業学習」を教育課程
の中心に位置づけている。本校では，令和 2年度
から「児童生徒の確かな力を育む学びを目指した
授業づくり」を研究主題に掲げ，「各教科等を合
わせた指導」と「教科別の指導」を関連付けた授
業づくりに 2年次計画で取り組んでいる。その中
で「各教科等を合わせた指導」の各教科等の目標
や内容を明確化するために示された「各教科等を
合わせた指導における授業づくりの要領」に含ま
れる「単元構想シート」（田淵・佐々木・東ほか，
2020）を授業づくりの過程で使用している。「単

元構想シート」は，学習活動と各教科等の目標及
び内容を照合する作業をガイドし，教員の思考促
進に資するツールである。
　「単元構想シート」を使用した本校の教員によ
ると，「各教科等の目標と内容が関連しているこ
とが確認できた」「児童生徒個々の目標や支援に
ついて各教科等の視点を踏まえて考えることがで
きた」と報告している（中村・本間・高橋ほか，
2021）。
　その一方で，田淵・佐々木・東（2021）による
と，「日々の授業者が感じる業務の負担感の解消
が改善の主眼となる」と報告している。このこと
は，本校高等部においてこれを使用した教員 9名
によると，「各教科等の内容を考えるのが難しかっ
た」「各教科等の内容の文章表記が分かりづらい」
「具体的にどんなことを言っているのかが分かり
づらく，難しい」との所感として表れている（本
校高等部学部研究会議事録，2021. 1 .21）。すなわ
ち，これは，「単元構想シート」においては新学
習指導要領の記述を引用しているため，その記述
について，実際に構想している学習活動と対照さ
せて解釈することに労力と負担感があることの指
摘である。
　「単元構想シート」を授業づくりにおいて使用
し，普及を目指すに当たっては，上記の労力と負
担感を軽減し，円滑な使用がなされる必要があろ
う。
　そこで，本校では「単元構想シート」の使用を
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ガイドし，視認性に優れた補助ツールとしての，
「単元構想シート」簡易版（通称，「単元構想シー
トGF.Light」）を開発した。本稿は，その開発過
程と内容について報告し，有用性を評価するもの
である。

Ⅱ．開発過程

1．「単元構想シートGF.Light」の構想

　本校高等部では，「各教科等を合わせた指導」
の作業学習を教育課程の中心に据えて指導を行っ
ていることから，作業学習の実践における使用に
焦点化したツールとした。
　その上で，「単元構想シート」において選択さ
れた各教科等の目標及び内容について，選択があ
るものを特定することとした。すなわち，作業学
習で使用される可能性のある内容をあらかじめリ
ストアップしておくことで，教員は必要情報を円
滑に探し出すことができる，また，それらの記述
内容の解釈にも熟練しやすくなると考えた。
2 ．「単元構想シートGF.Light」のための基礎デー

タの収集

　本校高等部の作業学習で取り扱われている各教
科等の内容を明らかにするため，作業学習におけ
る学習グループ「作業班」，すなわち，木工班，
陶芸班，手織班の担当教員（ 9名）が 3つの単元
（小単元数は各 5つ，生徒数は23名）で使用した
「単元構想シート」から，選択された各教科の目
標及び内容に付してある通し番号をもとに集計し
た。この結果から，作業学習において関連する各

教科等の目標及び内容を特定し，「単元構想シー
トGF.Light」に収蔵するデータ内容とした。
　具体的には，「単元構想シート」中の「各教科
等の内容との関連」の欄に示された教科の目標及
び内容を表す番号の記載数を教科ごとに集計し，
その番号の出現頻度をまとめた。ここでは，いず
れの作業班でも共通して選択していた「国語」，「数
学」，「職業，家庭（職業・家庭）」とした。他教
科の目標及び内容については，生徒の個別具体の
状況に即して選択されたものであり，使用頻度に
ばらつきが顕著であったことから，ここでは除外
した。
3 ．「単元構想シートGF.Light」の設計と内容

　「単元構想シート」は，その操作をMicrosoft 

Excel®をもって行うが，そこでの補助資料とし
て「単元構想シートGF.Light」が活用できること
を構想した。具体的には，Table 1 の内容を設計
上のポイントとし，以下のとおり「単元構想シー
トGF.Light」の内容を整えた。これについて，本
稿の末尾に資料 1～ 3として付した。
　（１）具体的な学習内容検討への思考促進

　「単元構想シートGF.Light」は，基礎データと
して抽出収集した国語，数学，職業，家庭におけ
る教科の目標及び内容をリスト化した。
　その上で，「単元構想シート」の機能である各
教科等の目標及び内容の照合に係る思考の促進を
より強化できるよう， 「単元構想シートGF.Light」
においては，リストの文章表記をキーワード化し，
シートにおける文字数を削減した。キーワードは

Table 1 　「単元構想シートGF.Light」設計上のポイント

開発以前1年目 ニーズ 開発後2年目

「単元構想シート」 「単元構想シート」と
使用方法 → 

のみ使用 「単元構想シート GF.Light 」の併用

各教科等の目標及び内容を 文章表記による 具体的な学習内容を
1 → → 

文章から読み取る 解釈の困難さ キーワード化

授業者が白紙の状態から目 単元と各教科の関連を 選択頻度の視覚化による
2 → → 

標と内容を選択 示す資料としての活用 選択の簡略化

Microsoft ExcelR のシート
パソコン操作による 「A3 版両面刷り，1枚」の

3 をスクロールすることに → → 

よって選択
負担感の軽減 シートでの一覧表形式
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単元構想の際に具体的な学習内容を想起できるよ
う文章の内容を簡易的に示している。なお，「単
元構想シート」と整合性を保つために教科の目標
と内容を表す番号は共通である。具体的には，以
下ならびに Fig. 1 の通りである。
　「単元構想シート」の各教科等の目標及び内容
から指導内容と関連が深い内容を筆者が抽出し，
それらを高等部職員 9名で文言等を検討・整理し，
一覧表としてまとめた。ここでは，「単元構想シー
ト」の教科等のシート同様に縦軸を小学部から高
等部までの 7段階で表示している。これは，新学
習指導要領総則等編における「重複障害者等に関
する教育課程の取り扱い」に示されている，各学
部で対象とする生徒の実態を鑑み，必要に応じて
下学部の目標や内容を適用する場合があることに
配慮したものである。横軸を内容のつながりでそ
ろえたことで小学部段階から高等部段階の系統性
をもって活動内容を設定できるようにした。これ
については Fig. 2 に示した。
（2）作業学習における各教科等の目標及び内容選

択の効率化

　学習活動と各教科等の目標及び内容を照合す
る作業が円滑にできるよう， 「単元構想シート
GF.Light」においては，作業学習との関連が深い
各教科等の目標及び内容については，選択された
頻度によってあらかじめ色分けし，視認性を高め
た。具体的には Fig. 3 の通りである。
　分析対象としたすべての「単元構想シート」の
各教科等の目標や内容を表す番号の総選択回数は
1，925回，内訳は国語が767回，算数・数学が530回，
職業分野が530回，家庭分野が98回であった。各
単元の選択回数の平均値を 5段階（ 5：2回以上，

4： 1回， 3：0.5回以上 1回未満， 2：0.1回以
上0.5回未満， 1：0.1回未満）に分類しその頻度
に応じて赤色の濃淡（ 5：濃赤～ 1：薄赤）をつ
けて可視化した。
　具体的には，以下，ならびに Fig. 4 の通りであ
る。「単元構想シート」記載番号の集計結果によ
ると，国語において「161：文字の組み立て方を
理解し，形を整えて書くこと。」，「130：日常生活
や社会生活，職業生活に必要な語句，文章，表示
などの意味を読み取り，行動すること。」につい
ては 1単元における選択回数が 2回以上のため，
5：濃赤で示している。反対に162「用紙の中で
の文字の大きさや配列」等は 1単元における選択
回数が0.1回未満のため， 1：薄赤で示している。
（Fig. 4 ）なお，集計結果から選択回数は 0回の
内容については白色で示している。これによって
関連の深さが可視化され，以前は，「白紙の状態」
から教員が文章を読み取る時間を削減し，効率的
に関連を確認できるようにした。
（3）視認性の向上

　「単元構想シート」によって各教科等の目標及
び内容を照合する作業は，Microsoft Excel®のシー
トをスクロールすることによって行った。しかし，
画面上での確認は，操作の方法やシートによって
は前後の関係が読み取りにくいことやページの移
動による操作時間による負担感があった。
　そこで，「単元構想シートGF.Light」においては，
視認性と一覧性を向上させるために紙媒体として
印刷し，目視で確認できるようにした。
　具体的には，作業学習と関連する国語，算数・
数学，職業・家庭の 3枚のシートを「Ａ 3版，両
面刷り， 1枚」の様式でまとめ，各々のシートで

Fig. 1 　「単元構想シートGF.Light」文章のキーワード化（国語の例）
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Fig. 4 　「単元構想シートGF.Light」選択頻度に応じた可視化（国語の例）

Fig. 2 　「単元構想シートGF.Light」系統性と学部間のつながり（国語の例）

Fig. 3 　「単元構想シート」教科を表す番号の選択回数
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全体を俯瞰できる形とし，シートを行き来せずに
確認できるようにした。なお，職業・家庭につい
ては中学部段階の職業分野・家庭分野とのつなが
りを保つ観点から 1枚の中に分けて記載すること
とした。
４ ．アンケート調査の有用性の評価

（１）評価の方法

　「単元構想シートGF.Light」の有用性について，
実際に使用した本校高等部教員（ 9名）へのアン
ケート調査を行い評価した。なお，9名中 8名は，
令和 2年度に作業学習で計画されている 3単元分
及び令和 3年度に作業学習で計画された 3単元分
「単元構想シート」の作成を 2か年に渡って行っ
ており，1年次は「単元構想シート」のみの使用，
2年次は「単元構想シート」及び「単元構想シー
トGF.Light」を併用しながら授業づくりを行って
いる。
　アンケート調査は，12の質問項目で構成し，5
件法（「 1：全く当てはまらない，2：あまり当て
はまらない，3：どちらともいえない，4：当て
はまる，5：よく当てはまる」）での回答を求めた。
　回答については，回答の 1～ 5について，それ
ぞれ 1点～ 5点を付して集計した。
　その結果について，「Ｑ 0『単元構想シート
GF.Light』は授業づくりにおいて有用であった。」
を目的変数とし，その他の11項目を説明変数と
し，菅（2013）の CS分析を行った。これには統
計分析研究所株式会社アイスタットが提供する専
用ソフトを用いた。この手順では，まず各項目に
ついて得点の満足率を算出する。満足率は，「 5
点」が回答数に占める割合とした。次に説明変数
であるほかの項目について目的変数との相関係数
を算出した。前者を縦軸，後者を横軸として散布
図を作成した。その上で，便宜的に，満足率と相
関係数の平均値をもって散布図を 4分割した。こ
れによって「満足率と相関係数が共に高い項目」
「満足率が低いが相関係数が高い項目」「満足率が
高いが相関係数が低い項目」「満足率と相関係数
が共に低い項目」として視空間的に分類し，解釈
することができる。

（2）評価の結果

　アンケート調査の集計結果を Table 2 ，散布図
を Fig. 5 に示した。満足度と相関係数が共に高い
項目に「Ｑ 1『単元構想シートGF.Light』は『単
元構想シート』作成の際に役立った」「Ｑ 2『単
元構想シートGF.Light』は各教科等の内容との関
連を確認するのに役立った」「Ｑ11『単元構想シー
トGF.Light』の内容は分かりやすいものであった」
があり，これらは「単元構想シートGF.Light」の
成果であると解釈した。
　一方で，満足度が低く相関係数が高い項目に「Ｑ
3『単元構想シートGF.Light』は単元の計画に役
立った」「Ｑ 8『単元構想シートGF.Light』は授
業改善につながるツールだった」「Ｑ 9『単元構
想シートGF.Light』は教育課程の改善につながる
ツールだった」があり，これらは「単元構想シー
トGF.Light」の課題であると解釈した。
　なお，満足度が高く相関係数が低い項目に「Ｑ
7『単元構想シートGF.Light』は小学部段階から
高等部段階の系統性の確認に役立った」「Ｑ10『単
元構想シートGF.Light』は視認性に優れていた」
があった。満足度と相関係数が低い項目に「Ｑ
4『単元構想シートGF.Light』は生徒の目標やね
らいの共有に役立った」「Ｑ 5『単元構想シート
GF.Light』は具体的な学習内容の想起に役立った」
「Ｑ 6『単元構想シートGF.Light』は単元の振り
返りに役立った」があった。これらは，改善の優
先順位が低いと解釈された。ただし，「Ｑ 5『単
元構想シートGF.Light』は具体的な学習内容の想
起に役立った」については負の相関が認められた
ため考察において特筆する。

Ⅳ．考察

　「単元構想シートGF.Light」は，「単元構想シー
ト」の機能を補助すべく，各教科等の目標及び内
容について，平易な表記と活動文脈に即した語句
をもって，かつ，各学部段階順に配列し一覧とし
た。「単元構想シートGF.Light」の有用性を評価
する上では，開発の意図と設計上のポイントを
CS分析の結果と対照させた。
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１ ．「単元構想シートGF.Light」の有用性

　「単元構想シートGF.Light」の使用における成
果として，「単元構想シートGF.Light」は，①『単
元構想シート』作成の際に役立つこと，②各教科
等の内容との関連を確認するのに役立つこと，③
内容が分かりやすいということの 3点があった。
また，目的変数との相関はないものの「視認性に
優れていた」ことも認められていた。
これらについては，開発の意図と設計上のポイン
トに一致していた。
　すなわち，「単元構想シート」の補助資料として，
その視認性をもって，内容理解を補助し各教科等
の目標及び内容との関連を把握することに有用性

があった。
2 ．「単元構想シートGF.Light」の有用性向上の

ための課題

　「単元構想シートGF.Light」の使用における課
題として，「単元構想シートGF.Light』①単元の
計画に役立つこと，②授業改善につながること，
③教育課程の改善につながることの 3点が求めら
れた。
　これらの対応として，誠実にこれらを実現でき
るツールとしてのブラッシュアップすることを目
指すべきかどうかには一考を要するだろう。
　なぜならば，「単元構想シートGF.Light」の開
発の意図と設計上のポイントにこれらは一致しな
いからである。それは，そもそも「単元構想シー
トGF.Light」が「単元構想シート」の機能を補助
すべく開発されたものであることに帰着する。上
記の課題 3つは，「単元構想シート」によってこ
そ実現を目指すべきものであり，「単元構想シー
トGF.Light」がそれを代理するものではないとい
う考えもあろう。また，目的変数との相関はない
ものの「生徒の目標やねらいを共有に役立つこと」
「単元の振り返りに役立つこと」も同様に，開発
の意図と設計上のポイントに一致していなかっ
た。これもまた「単元構想シート」自体の機能と
して求めるべき内容かもしれない。
　最後に，目的変数に対して，負の相関を示した
項目「Ｑ 5『単元構想シートGF.Light』は具体的
な学習内容の想起に役立った」について言及する。

Table 2 　アンケート調査結果

Fig. 5 　散布図

質間項目 平均 相関係数 満足率

QO 「単冗構想シート GF.Light 」は授業づくりにおいて有用であった 4. 7 

Ql 「単元構想シート GF. Light 」は「単元構想シート」作成の際に役立った 4.8 0. 9 88. 9 

Q2 「単元構想シート GF. Light 」は各教科等の内容との関連を確認するのに役立った 4.4 0. 8 55. 6 

Q3 「単几構想シート GF.Light 」は単元の計画に役立った 4. 1 0. 8 33. 3 

Q4 「単元構想シート GF.Light 」は生徒の目標やねらいの共有に役立った 4. 1 0.4 22. 2 

Q5 「単元構想シート GF.Light 」は具体的な学習内容の想起に役立った 3.8 -0. 3 0. 0 

Q6 「単元構想シート GF.Light 」は単元の振り返りに役立った 3.9 0. 1 33. 3 

Q7 「単元構想シート GF.Light 」は小学部段階から高等部段階の系統性の確認に役立った 3.8 0. 0 44.4 

QB 「単元構想シート GF. Light 」は授業改善につながるツールだった 3.9 0. 5 33. 3 

Q9 「単ェ構想シート GF. Light 」は教育課程の改善につながるツールだった 4.0 0. 6 33. 3 

QlO 「単元構想シート GF.Light 」は視認性に優れていた 4.6 0. 2 66. 7 

Qll 「単元構想シート GF.Light 」の内容は分かりやすいものであった 4. 7 0. 7 66. 7 
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開発の意図と設計上のポイントは，「単元構想シー
トGF.Light」にある各教科等の目標及び内容の文
章を読んで，学習内容を想起することを想定して
いた。しかし，実際の作業では，教員の思考にお
いては学習内容の構想が先行しており，そこから
各教科等の目標及び内容が想起される必要があ
る。すなわち，実際の作業の思考順序とは逆順の
内容が，開発の意図と設計上のポイント，並びに
質問項目に含まれていたということであろう。こ
の思考順序は「単元構想シート」においては，そ
もそも前提とされているものであった。したがっ
て「単元構想シートGF.Light」においては，改め
て「学習内容から具体的な学習内容の連想に役立
つこと」として再構築される必要があるだろう。
　なお，目的変数との相関はないものの「小学校
段階から高等部段階の系統性の確認に役立つこ
と」は開発の意図と設計上のポイントに一致して
いた。しかし，「単元構想シート」においてそも
そも前提とされているのは，系統性の把握ではな
く，多様な発達段階の高等部生徒と各教科等の目
標及び内容の対応ができることであった。した
がって「単元構想シートGF.Light」においては，
改めて「すべての高等部生徒の実態に応じた各教
科等の目標及び内容が選択できた」として検討さ
れる必要があるだろう。
3 ．今後の課題

　「単元構想シートGF.Light」は，アンケート調
査の評価により，有用性が認められたと考える。
その一方で，使用にかかる基本的な方針として「単
元構想シート」の補助ツールとして果たす機能の
明確化や活用方法の検討が必要である。
　その上で，「単元構想シートGF.Light」を活用
した授業実践からその有用性について精査するこ
とや，生活単元学習や遊びの指導の授業づくり，
あるいは小学部や中学部の学部段階での開発など
が期待される。
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資料 1　「単元構想シートGF.Light」【国語】

小学部1段
内専

11 (7) 言菓と気持ち，行動の結びつ
き

14( イ）平仮名

17(¥) 名詞・動詞・形容詞

24(7) 昔話や童謡の歌詞

27( イ）やり取り遊び

30 R いろいろな筆記用具に蠣しむ

38 ア音声襖倣，表情身振り，間単な ア蝕単な
言菓で表現

39 
付け

； 身近な人の話し掛けに注目応 ［ 三

44• 

" ウ 身振りや音声などで表す

:;::~ 51 ア （身近な人との関わりや出来
事）伝えたいことを想起，選択! 

ヵ●●

裏 B
現

: ! 55 イ 関心

こ
記述

と

9 体験したことについて考える

,1 エ挨拶，筒単な台詞

ア （経験した身近なこと）写真
51 などを手がかりに伝えたいことを

想起，選択

56 イ 箇単な平仮名のなぞり，記述
（自分の名前や物）

小学都3段離

内轡

12 (1) 物事の内容を表す言菓の働き

13( イ）姿勢や口形

15 (¥)促音長音，平仮名，片仮名，
漢字

18( エ）同音異墓語・類鼈語・対義語

（オ）文の中における主語と述語の関
19 係

助話lの倅いナ

20( 力）正しい姿勢

21 
(1) 物事のはじめと終わり

順序立てて捉える

22( イ）図書を用いた潤ぺ方

25(7) 昔話や神話・伝承

28( イ）伝え合う経験

31 
R目的に合った（マスや行の大き

さに応じた）筆記用具

34 ④平仮名や片仮名

37(,) いろいろな絵本や図鑑

I ゃ和益吋が‘サ 1 
40 ア 出来事の大体を聞き取り

45 イ 経験した-とを基に考える

46 ウ 見聞きしたこと，あらましや自
分の気持ち

48 工決まった言い方（挨拶電話な
ど）

49 オ 発音や声の大きさ

50 カ 考えの伝え合い

ア （身近で見聞き経験したこ
53 と）書きたい題材に必要な事柄を集

める

54 イ 伝えたい順序

57 ウ 筒単な栢句や短い文（見聞き，
経験したこと）

部1段階
内囀

78(71 経験したことを伝える働き

80( イ）覺詈や冑の大きさ

82( り）長音，拗音，促音撥音，助詞

84 (,)同茎語・対石語，上位語・下位琵，同音
異義語多嚢的な章味を表す詣句

86 （オ）主栢と述語の関係接絣する話句の役
割

88 (!)普通の言菓との丁車な言菓の違い，丁
享な言葉を使う

90( キ1 話のまとまり

92 ti) 「いつ」 「誰が」 「何をした」時間的
な順序で情輯を整涅する

95(71 俳句

97( イ）挨拶状（年賀状，暑中見舞い）

99 ⑦文字の形

101 ④文字を構成する点画相互の位置関係

中学部2段鼈

内轡

79(7) 息考や感情を表す働き

81( イ）発声・覺音の講整

83( り）特殊音節の活用 ．． 
85 （エ）様子や行動，気持ちや性格を表す語句

の活用

87 （オ）修飾と被修飾の関係，指示する語句の
役割

”●● 148( す）接続する語句の役罰段落の役割

89( 力）敬体と常体の違いに注意して:!:< 冒菫迄い

91( キ）内容の大体 ●● 

93(11 理由づけて説明する 店品

94 （イ）必要な語や語句の書き留める，考えの 情●の●
相違を比較して整運する • 

96(71 短歌や俳句

98( イ）身近なことわざ

100 ⑦点画の書き方，文字の形，筆順

102 ④続みやすい文字配列

姦等邸1段離
内●

":'' 1'0 (7) 社会生活で用いる言葉の.,.

血'"'薫
（イ）桐手を重朧した区し方

144( り）漠字と仮名・送り仮名・句訣点の伎い方

146( エ）語彙の費と量を塁かに

152( キ）文章の構成や内容の大体

154 (7) 理由や事例を挙げて説明する，話や文亨
の中心をとらえる

156( イ）情輯を比較，分類

伝讐Uりな
●●文化

158(7) ことわざや慣用句

11111) 文亭〇纏み立て'11, ●書●えて書く

土 鉱 都2段離

内●

14117) 人間関係を構築する言葉の働き

143( イ）話し言葉ときき言葉の違い

145( り）漢字仮名交じり文

！ 
151( 力）日常よく使われる敬語の運解と使い慣れ

153( キ）文章を音読や朗読

155(7) 原因と結果の関係 忠

157 （イ）分解，分類，類推，系統化して情輯を整方の
還！

159(7) 古文

160( イ）慣用句，故事成語

162/Z) 用紙の中での文字の大きさや配列

147(>) 恩考に関わる語彙の培加，活用

149( す）文と文との接紐の関係

163 ④ 目的に応じた筆記具とその特復

103(,) 簡単な物語，詩，紀行文 104( エ）いろいろな種類の本 164( り）必妻な知讃や情輯を愕るため 165(>) 自分の考えを広げるため

身近な人の話や簡単な放送

105 ア 書き留め，聞き返しによる大体の捉え I '"孟捉？単に

1閲出品手や目的に応じて，伝えたいことの , ..... 

仁戸槽点 1 

110 
ウ 見聞き，経験したこと，自分の意見や
その運由が伝わるII ●序や伝え方

h ... 

112 工 発音や声の大きさ速さ，必要な話し
方を工夫

107 イ 話す事柄を考え，伝えたいことを決定

109 ウ 見聞き，経験したこと，自分の意見が
伝わる順序写

111 工 挨拶や目的に応じた話し方（自己紹介
や電話の受け答え）

113 オ 伝え合った内容を基にした自分の考え

115 
ア （見聞きしたことや経験したこと）伝
えたいことの選択，大まかな内容のまとめ

117 イ 事柄の1員序に沿った簡単な構成

119 ウ 文の構成，語句の使い方

.. ... 
| 叶今

こよる大体 内●,:,• 166 ア話し手が伝えたいことの中心の捉え

168 イ目的に応じて伝え合うために必憂な事柄
の比較，選択

［ 
170 ウ話の中心

172 工貫薫の抑11 や禎轟，間の鼈り方などを工
夫

な閂ヤ •a• 
167 ア話し手の目的や自分が聞きたいことの中

心の捉え

A 

169 イ目的や憲図に応じて比較・分類し．内容
を検討 閏

弔僻fCff' ← I 
171 ウ話の内容 と

173 エ自分の考えが伝わるように工夫（資料を ？ 
活用など） : 

114 オ 簡単な役割に沿った話し合い，考えを
●貪い 174 オ目的や進め方を怠霧した話し合い，意見

まとめて物事を決定 や共通点や相違点に着目したまとめ

118 イ 自分の考え
構成

立

116~ 塁靡渚江翌9溢虚） 言 呵 111;, 出iめた材瓢を）比鼈．伝えたいことを

に注目した文章の構成
179 イ筋道の通った文章となる文章全体の構成

I ,. き表し方を工夫 1 

120 
ウ事実と自分の考えとの違いを相手に伝 ウ自分の考えとそれを支える理由や事例と ウ事実と感想意見とを区別して書くな
える

180 
の関係を明磁にする

181 
ど，自分の考えを伝える

183 エ引用図表やグラフの活用

我
が
国
の
言
餞
文
化

175 オ互いの立場や意図を明確にした計画的な
話し合い．考えを広がりまとめ

| 閂的や詈同1―F'I' ャ | 

177 ア （集めた材料を）比較分類し．伝えた
いことを明確化

•• 58 エ （教師の指導を基に）

．． 

•ig 
c
饒
む
こ
と

60 ア 身近な事物や生き物への気付
き 注目

61 ア 登場するものや動作の想起

63 イ 知っている事物や出来事などを
指さしなどで表現

66 ウ 絵や矢印などの記号

"イ 時間の経遇など

67 ウ 日常生活でよく使われている
表示

B

書
く
こ
と

".ぜ 69 エ 次の塩面への絹待，動きの模歓 70 エ 好きな場面=葉の模倣

小学部 1段諧 I 小学部2段庸

62; 像

65 イ 時間的な順序など

68 ウ 日常生活で必蚤な語句や文．石
板

71 エ 音禎したり演じたりすること

小学部3段庸

129 ウ 日常生活で必要な語句，文章など

132 エ 分かった-とや感想を伝えること

学部1段譜

126 ア "
想像

悶8スイ 出来事の順序ゃ気料ちの変化 ：g品
,., ウ 日電生活や社會生活，●璽生活で0 畳

な甑句，文拿，裏示

131 エ 中心となる語句や文の明確化 :・. 

133 オ 伝え合ったことを基に感じ方の違いに ... . 
気付くこと • 

中学部2段朧 I i 

182 エ相手や目的を意識した表現 185 オ文享全体の構成や書き表し方

悶こ全体の構成が明確にしっているかな
などの観点．自分の文章のよいところ どの観点．自分の文章のよいところ

187 ア登場人物の行動や心情や叙述を基に捉え
る

189 イ段藩相互の関係，考えとそれを支える理
由や事例との関係

191 ウ登場人物の心情や情孟の具体的に想像

193 エ中心となる語や文を基にした要約

1閲 オ 糎爛したことを基に●1l や壽えをもつこ
と

高等部1段庸 I 

188 ア登場人物の相互関係や心情を措写を基に
捉える

：喜三三；［
高等部2段庸 I 
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資料 2　「単元構想シートGF.Light」【算数・数学】

わ

活

[

□

ロ

小学部2邸

'lJ 同亭・●少

紐⑦搬＂

51 ◎数字

" ft 囀
●● 57 c 搬の大ヽ lヽ

" .  60 "順序や位置を表す数
での甑
の敷え

ァ方や●
61 .,, の童醜

';;. 62 ⑨敷に分ける．まとめる

印 ⑦集合敷の褐敷が分かること ．

』

,oo ま
アでの. .技
●の●
し方

" ⑪ 10 の情叡

⑦数国と数字．ものとの関係．数
••• 66 の戴え方や戴の大きさの比ぺ方．

表し方
●●の

ィ加法及
び●● ．． 

I 中学部1閉

'6Qj20 までの豪唱．書き．大小 "' ⑦ 1000 までの叢の分割・分類

4'c100 までの敷唱書き．徽の系列 '" '"'位薮の覆し方

52,>, ずつや 5 ずつのまとまり ア聾●の直 151@ 数の相対的な大きさ

覆し方
55c10 のまとまり 153 "''位薮の敷系列順序．大小

sa 銃配、等分 '"~ ほかの敷との闘係付,,

""'敷の数え方や敷の大きさの比べ方．
表し方

＂遍 155 ⑦歎の大きさの比ぺ方や歎え方

邸⑦合併や増加等

6'c 加法の式

70 ◎ 1位数同士の加法の計算

""'位搬と 2位数の加法の計算

12c 求残や慧少攀

73 鱗法の式

74 叙 0 までの数の減法の計算

75(ffi 算の重峰や計算の仕方

161 ◎加法及び薫法に関して成り立つ性質

163 R 計算機の伎月

”順'"
⑦計算に闘して成り立つ性買や計算の
仕方

の算計や買
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て
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B

数

と

計

箕

［知技］ 知懺及び技能 ［息判表］．息考力．判断力．表現力等

-部 2 - 綿 1 - 部 2
•• 内内内

'" 
<l!• 位数までの十進位取り、記歎法による
敷の表し方、散の大,, やヽI●序

咋 253 (lJ 万の皐位 畳敷●● ' "
の性

R偶叢と奇懺

聾● ●● 150 ④ 10 倍,100 倍,1/10 の大きさの散、哀 整敷 255cJO 倍, 100 倍,1000 倍， 7/10 の大きさの ア買及 256 ④ 約搬．倍敷

アの● し方 徴、覆し方 び畳アの●
し方 152 誡の相対的な大きさ し方 257@ 億・"の車位．十進位取り記敷法 =~... 259 (lJ 巣法・配去に養目．豊歓の耀"・"'

の構成

●囀● 156 C,,. の大きさの比べ方や薮え方 ・q 258 /lJ 大きな薮の大きさの比べ方や表し方
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5

.

-

5
g

法
＿
円
一
m
翌

300 0, 小数の覺法・除の隕係や法劃

・心 301 /jJ 彙法・除法の怠味を民え直し．計算の仕方

302 <lJ 分数を用いる意味、表記

303 ④単位分徽

分数
叫 304 OJ 分数の加法・減法の計算

ヶ
とそ 305 0, 大きさの攀しい分歓

",/' 306c 畑分母の分敷の加法・減法の計算

”● 307 <l, 分戴での叡の大きさの比較と計算

308c 歎を欄成する単位

忠
IS5 釦などを●いた式

・: 
187 ⑨口などに数を当てはめ

”● 18S ⑦式や●を用いた覆環

185 R 式と●を関遍付け 309 0, 四則の湿合した式

●量 310 ④公式の便用

コ仔 "' ◎ □, A などを用いた式
式

叫 "'"散量の間係を表す式

-rn l)l 散量闘保の一般的表硯

314 ④二つの敷量の対応や賓化

計算に知槙 315 ⑦ 四則の成り立つ性買
●して
賦り立
つ●買 -'16/jj 成り立つ性貢を●いた1十算の仕方

分● 275 !jJ 分数の彙法・論法の意味

の●
工●及 ●● 277 ④ 分徴の彙法・臓法の酎算

':I' 278 ⑰分殿の景法・鯰法の闘係や法則

280 ⑦算の仕方を多面的な捉え

A

数

と

計

算

●● 282 ®•·· などの文字を用いた式文字に
●量の 殿を当て"めて饗ぺる

オ●●を
裏す式

••• 286 R 歓量の関係を簡環、一艤的に表夏
式の言味の護み取り
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資料 3　「単元構想シートGF.Light」【職業・家庭】
I•• • 

I 中学部 1段鰤 中学部2段障 高等籠 1 段醸 高等部 2 段繭

回

． ．．．．一 "―冒 ・- ・・ ・疇r •-

●くことに●心，作業や実詈疇の学誓活動 童欲や隕心を宮める 他看と協力して取り繕む作業や実誓事の学詈活動 意欲やII 心を宮める 惚看と協慟して取り綱む作業や実誓囀の学習活動 童徽や隕心をごめる 他肴と協働して取り繕む作業や実詈疇の学誓活動

働のく意アこ蘊と
7 (1) 働く目約を知る

111 名 と
a m 働く目的の瑠鱗 ア 43 (7) ●彎の●●の一

駄労のア意養
44 (1) 麹労の意養の軍饗を環める

翌9 (イ） 意欲や見遍し 自分の役割 10 (イ） 怠欲や見遍し 他者との讀係や役閉
勘丑の意暮

4li ({)●●や見量し 慮曇や〇麟や●力を●え ●●する 46 (イ）目欄をもつ成果や役割｀憐力を賓え表現

11 (り） 達成墨を得る 12 (?) .., m - - .  は （り）貢軟する喜びを体得計直性、主体的

職業について 賓えたり 体験したりする学冒活動 謙集について 賓えを深めたり 体験したりする学冒酒動 職集について 愴者との協働によって肴えを深めたり 体験したりする学胃活菫l 朧集について 他者とのほ働によって賓えを深めたり 体験したりする学冒活動

［知識や技熊l 【知識や技能】
41 _R [知あ識憂生と技さ能れlる賣鴫的な釦・や鱈亀

【知識や技絶】

A 
13 ⑦ 必蔓な知羹や技能を知る " ⑦ 必蔓な知穐や技艇を環解

A 
50 R 必蔓とされる冥践的な知識を深め、技能を身に付ける

15 ④ 社会の仕縄み事を知る 16 ④ 社会の仕繕み事を遷鱗 51 ④社会の仕縫lみ事の利胃方浚の運触 52 ④社会の仕繕み事の刹/II! 方法の運鴛を深める

際 17@ 材綱疇の扱い方、基鼈的な技惰を知る 18 ⑨ 材麟嶋の特性や扱い方、基瀧的な技傭の運鱗 靡 53 @材料鎗の特性や扱い方、技術の覆解 54 @材綱疇の特性や扱い方、技蜻の 遷絨を探める
●●●及●び

: 1~ c 作業霰題『道具等の檄い方 20 @ 作業霰 題 道具や●械等の罹い方 i 巧〇量具や・編疇G)llttl や量い方の・.. 露．．に応じて正しく●う 56 c 道具や纏械等の特性や輩い方の理鱗をl1l め，作案慄●に応じて効果的に罹う

職 活
イ 羅業

21c 樗縞性、巧織性
イ 羅素

22 c 帽宴性、持続性，巧緻性等 職 活
イ職茎

57 c 確寓性、幡縞性，巧織性等を寓める，状況に応じて作業
イ 臓素

58 c 清寓性や袴織性，巧織性等を高める，状況に応じて作業，詈熟

棠 業
【息考力判断力表嘱力等］ （息考力判断力襄甕力等】 【息考力判断力表嘱力等】 ［息考力判断力表硯力等］

23R 職稟と取り綱む内脊との1111 運 24 R 職稟と取り綱む内喜との関運を考え、発表 ●分の慮曇や . . 書彎え ●● 60 R 自らの適切な役割を見いだす 自分の咸長や課題を考え 鰻嘱

61 c 技術について賓える 62 ④ 技術に込められた工夫を囀える
●：：●力:●． 

25c 安全や衛生のエ夫 26 ④ 安全や衛生今作業の効寧のエ夫 53~ 安拿や彎生、作婁の効事を囀え 肇● “ ＠安全や衛生、作集の効寧を壽え 協働r:: より改善

27 ⑨ 纏廣管還 28 (21 饂康管還を零える 65c 儘廣管還、余軍の過ごし方 66 c 纏廣管還や余15 の過ごし方の工夫

情蠅纏嘉に触れる学詈活馳 情纏讐暮を徴う学詈活動 情蠅櫨嘉を扱う学詈活動 情纏懺暮を扱う学誓活動

B の情活輯用楓善 2g ァ 情輸懺曇の初歩的な揖作 30 ア 情穀懺曇の基磯的な繰作，援いに蜃れる B 情活輯用機嘉の 67 ア艦を情知纏るセ．キ操ュ作リのテ仕ィ方や情●●ラルを知る、 表翼 記録 計算 遍信事の特性や櫨 邸 アを遷情解纏セ目キ的ュにリ応テじィてや遍情切織に●操ラ作ルの璽餐．表現． 記録． 酎算 遍信事の特性や懺能召31 イ 情縄●曇に触れる他肴に伝える 32 イ 情糠懺暑 を扱い体験や考えを表現 69 イ情纏セキュリティや情纏モラル 情纏をまとめ．考えを覺襄する 70 イ情縄セキュリティや情繍モラル，情繍をまとめ 考えを適切に表現

等C に壼お胃婁け硯る湯宴
33 覺ア胃切職,業.. , や子日進鵬酒厠1:: ■ 心をもつ Ill ペる 34 冥アIll 的職な業写や冒進＇略活動を11l ペて 壇停

cにお峯け彙る夏実湯詈響 71 ア卒業襲の進略に必憂なことを運偵 72 ア卒業復の進鵬に必甍なことの運解を深める 豆35 イ 遍島などに気付き他看に伝える 36 イ 進罠などと目己の成長を肴え覺表する 73 イ実詈での自己の成長、壽えを表夏 74 イ実詈で閥蘊の鱗決を書え、襄現

アの軍虜長族●分と

7 ●(分7) の虜自長分のに気成付長のく量ことりや返Wり宣．の亨胄こ牛と鳴なのど大のナ切ーさ9●ー

アの成軍長族自分と

. ●"'分の虜成長長のと量蒙康りや返●り．序牛家騒濯生な活ど Cの、+H大切濯さ勤の漫鱗

ア膚長●と分寡の鰤

55 ●OJ分の●分の成長とや家験H や牛亨酒冑牛な鳴どのとナの■一ヽ わ●~り． 豪族の協力

ア成長●と分寡簾の

56 ． 家験の協力、 夏鱗

弓9 (イ） 家誤を大切にする覺捨ち よりよい閲わり方の気付き 他者に伝える 10 Cイ） 蒙蒙を大切にする覺拷ちを育む，よりよい関わり方を考える 表現 57 (イ）蒙簾とのよりよい関わり方を考える 裏環 58 (イ）家簾とのよりよい関わり方を考える 工夫

A 軍厖の中での役割などの学詈活鵬 軍魔生活での役割の学誓活動 A 軍族との触れ合いや地嶋の人々と11 する学誓活動 イ寡慶生活での役割と地蠣との麗わりの学誓活動

家族 イ生冦書賽とI朧役 11 (1) 役割や地嬢との関わりへの関心 イ生酒割寛と編役 12 m 役割や地嬢との隕わりを鵬ぺる 遭鱗 家族 囀イでのと役●の割●閲牛わと地ぼり 59 (1) 地の人々との協力の大切さ ィ●でのと●●の●●●牛わと王● り 60 (1) 地域の人々との協力が大切さ、環解 弓13 (イ） 必宴なことや役割への気付きそれらを他者に伝える 14 (イ） 寡鰤の一員果たす役割を囀える 表現 61 (イ）寒簾と地墳の人々とのよりよい 関わり方を囀える 襄硯 62 (イ）富撫と地填の人々とのよりよい 関わり方を囀える 工夫

余畷の過ごし力などの学誓活動 宣魔生活1:: おける鐘康や余I晨の学詈活動 宣庭生活における●蒙筐遷や余畷の学誓活動 宣魔生活における健康管遷や余畷の学誓活動

家庭 生ウけ活る家余に塵畷お 15 m 羹廉や余軍の過ごし方の実蹟
生ウけ活る家余に塵曜お

16 (1) 億廉瞥遭！ 余1日の過ごし方を遭解 宴賎 家庭 ゥ＇こ●お環●けと底る●生”● ● 鉛 (1) 鑓廣讐遭｀余顧の有効な過ごし方，宴蹟 にウ讐お●●けと●る●牛●曝● ● 64 (1) 曇凜管理、余軍の有効な過ごし方の還解を深める 宴蹟

門生 17 (イ） 望ましい生涵環境、●康や樺々な余暇の過ごし方への気付き 工夫 18 (イ） 望ましい生涵環填、儘康管環、自分に合った余嘔の過ごし方を賓える 表嘱 生 65 (イ）纏摩管還、余暇の有効な遇ごし方を囀える 襄現 66 (イ）鍾康管理｀余暇の有効な過ごし方を囀える 工夫

活
幼児と接する学盲活動 蒙蒙との触れ合いや地埴の人々と接する学冒活動

活
乳幼児や冨鯖者と接する学冒活繭 軋幼児や高齢者と接することの学冒活動

のエ家生幼活蒙児と H (7) 幼児の特徽や過ごし方 地工と填の●の閥●人わや々り 20 (7) 地填生活、地減の活動を騎ぺる 瑾餐 工やど高の乳齢生幼者活児な 67 (J) 馴幼児や高欝脊の生活の特懺 軋幼児や高齢肴の闘わり方 工高齢の乳者生幼な活児どや 閲 (7) 乳幼児や高齢肴の生活の特徽．乳幼児や高齢者の.わり方の遷解 詞21 (イ） 幼児への遍切な関わり方．他者に伝える 22 (イ） 寡鱗との触れ合いや地蟻生活への関心 艘豪 69 (イ）乳岱児や萬齢者のよりよい贋わり方を＊える 表現 70 (イ）乳幼児や裏齢者の よりよい111l わり方を壽える 工夫

食事の仕方や食事の大：切さに気付く学習活動 楽しく食事をするために工夫する学習活動 食事の役割の学習活動

ア栄養す必食を妻満事なた

自分に必憂な単養を満たす食事の学醤活鵬

アの役食割事 23 (1) 曇庫な生活、食事の役割 アの役食割事 24 m 慢摩な生活、食事の役割、日常の食事の大切さ 食事アの役割
71 (J) 食事が果たす役割 73 (1) 必宴な東養業の種蠣と慟き食品の東養的な嶋買 痔25 (イ） 遍切な量の食事、楽しい食事の大切さ 他肴に伝える 26 (イ） 綱則正しい食事の必要性．表豪 72 (イ)●康によい食習慣を考える 工夫 74 (イ）一日分の餃立を考える 工夫

バランスのとれた食事について壽える学詈活動

門考イえ栄た養●事を
27 (1) 身体に必夏な栄養の環幌 宴賎

28 (イ） パランスの I::. れた食事について覺付き 戴立などを工夫する-と ．

必憂な材料を使って食事の準傭をする学冒活繭 食事の準債や閃遭の仕方の学冒活動 日常貪の襲遭の学冒活動 日常貪の111 環の学冒活動

召
B イの基闘置運 2g m 簡単な謂遭の仕方や手1頁 ウの基謂蓋運 30 m 必憂な材料の分量、 手1頁 B 日常イ食環の鵠 75 仕"'方胃．途基磯に応的なじた日食常品食のの選馴択瑾 食品や闘運用具事の安全と嘗生の曾運 加懇開運の イ 日謂常遷食の " 仕"'方胃の途覆 鱗に応．基じ礎た食的品なの日週掌択食．の食遍品切やな謂謂運珊屠具事の安全と膏生の彗運． 潤熟調夏の

家 家
庭 衣 31 (イ） 簡単な隅軍計・を考える 32 Cイ） n• 計●に沿った手順や仕方を工夫 庭衣 77 (イ）食品の選択や Ill 環の仕方闊 環計111 を考える 表現 78 (イ）貪品の選択や讀環の仕方讀環計 111 を考える 工夫

百
のウ手蒼入衣用れ麗と

衣aの着方や手入れの仕方などの学習活動

の工手蒼入衣用れ麗と

衣aの手入れや洗濯の仕方の学習活動

百
衣且の選択の学誓活動

衣"のれウ手入

衣鳳の手入れの学習活動

召の
33 m 場面に応じた日常着の着方｀手入れの仕方実践 34 C7l 日常着の使い分It ゃ手入れの仕方などについて遭解し 寓践すること．

の
衣厭のウ選択

7t 切(J) な璽拿凧と社●生鸞との■わり ＂鰐に応じた●層 51 (7) 衣！員の材料｀状鰈に応じた日常着の手入れ

生 35 (イ） 日常蒼の蒼方、手入れの仕方の工夫 36 (イ） 日常蒼の快遭な蒼丸手入れの仕方工夫 生 80 (イ）衣属の選択を考える 工夫 82 (イ）衣雁の材料、状 態に応じた日常蒼の手入れを考える 工夫

活 活 布を用いた製作の学■活馳 布を用いた鯛作の学詈活動

団工いた布製を作胃 aJ (1) 縫い方- ,Ill 具の安全な取撮い 工た布製を作用い 糾 (l) 材劇や手順，襲作計置l

85 (イ） 11: い方について囀える 工夫 86 (イ）簡艶な犠の菫作計直を囀える 菫作を工夫

袴ち輸の整瑠や住まいの清撮の学詈活馳 住まいの整瑠整蠣や清撮の学詈活動 住屠の基本的な懺能や快遍で安全な住まい方の学誓活動 住眉の基本的な橿龍や快遍で安全な住まい方の学冒活馳

な工住方快ま渭い
s1 m 住まいの主な働き， 喪遷 喪頓、清播の仕方，寓践

住オで安ま快全い遭な方

38 (1) 快遭な住まい方，安全，賽賎
オな●●金住●な震●と^峡書貫適い十で方竹

81 (1) 住空間との関わりら住居の基本的な漫熊
オな●懺全住饉な●●と^検●『適いす方で心

邸 (7) 住窒闇との関わり，住居の基本的な櫨艦ら坦鱗 7 39 (イ） 拳簡の査化に合わせた住まい方．甍軍 甍頓、清播の仕方 工夫 40 (イ） 季簡の変化に合わせた快遍な住まい方 工夫 82 (イ）憲崖の安全、快遍さを壽えた住空閾を＊える 表現 90 (イ）憲簾の安全、快遍さを囀えた住空間の甍え方を＊える 工夫

r 
買物の仕襲みや必憂な物の選び方などの学習活動 身近な消費生活について考える学習活馳 消費生活の学習活鵬 消費生活に11 わる学詈活動

41 (7) 物の選び方．買い方 itlll 的な使い方．実践 42 (7) 生活に必憂な物の選択や捩い方について運催 し 賽践 ［知識及び技艶l 【知識及び技能】

C アな"藩費●近生 アな消酒費●近生
": C 消費ア生活

91 (l; 鵬入方法｀支払方法．計・的な金銭菅璽の必憂性
消費ア生活

92 (t; 蟻入方法、支払方法 計・的な會銭誓震の必蔓性、 四傾 ．． 

i g3 ④纏の売収買集契・約整の瑾仕纏み， 消費肴懺害とその対応， 物資 サーピスの選択に必憂な情 糾 ④ の適売切買な契収約集の・仕甍綱遷み．消費者襖害とその対応． 物責 サービスの選択に必甍な情襲

活
43 (イ） 必憂な物を選ぶ物を大切に便うこと “ （イ）必な物を零えて選ぶ物を大切1こ便う工夫

活
g5 (イ）物資 サービスの選択に必憂な情幡を活用、 購入を賓える 表現 ;6 (イ）物資 サービスの選択に必憂な信暢を活用して購入を賓える 工夫

; イにた配生環慮活璃し

身近な生活の中で環墳に配慮する学習活動

イにた配生環慮活填し

自分の生活I::. 環墳の学習活動

ii イ基●本1消と的費責な者任1l の

消費噌の基本的な権利と責任の学詈活鵬

仕の

消費宥の基本的な権利と責任の学習活動

45 (1) 環境に配慮した物の使い方 実鼠 46 m 環境との隕わり今環墳に配慮した物の使い方 実鼠 97 (J) 渭費者の基本的な槽利と責任 環境や社会に及ぼす影響 碑 (1) 清費者の基本的な櫓利と責任 環境や社会に及ぽす影響、 1,1 鱗 弓47 (イ） 環填に配慮した物の使い方を考える 工夫 48 (イ) 11 填との隕わりや環蠣に配慮した生活を壽える 物の使い方を工夫 gg (イ）責任ある消費行動を囀える 壼嘱 100 (イ）責任ある消費行鍮を考える 工夫
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